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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

社会福祉法人江寿会が運営しているアゼリーアネックスは、江戸川区にあるケ

アハウス・デイサービスです。ケアハウスは本入所、ショートステイ合わせて９

６名の方が生活されております。デイサービスは、定員５０名で、自宅で住んで

いる方に通いで利用して頂いております。リハビリ、入浴、食事の他に豊富なレ

クリエーション、アクティビティを提供し、自立支援を目指しております。 

《１．研究前の状況と課題》 

入職後、利用者と触れ合う中で、利用者に

とっての楽しみがイベントや食事であると感

じるようになった。人事交流以前に所属して

いたアゼリー江戸川（特養）ではイベントを

月に一度行っているが、食事に関しては「味

が薄い」、「もっとたくさんの量をたべたい」

などの声が聞かれている。特に水分、お茶の

摂取量ついては、コップの半分でやめてしま

ったり、ほとんど手をつけていなかったりす

る人が目立つ。 

 一日の水分摂取量が 1500cc 以上の人も

いれば 600cc 前後の人もいて、摂取量にば

らつきがみられていることが課題である。 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

「美味しいお茶なら飲む」という利用者やそ

のご家族様からの声があった為、介助による

水分量向上ではなく、自主的に水分摂取を進

めるために何か企画できないかを考えた。 

その際に、イベントとしてではなく利用者の

生活の一部としてお茶を飲む機会を設けるこ

とを意識した。一度きりの取組みで終わって

しまうのではなく継続的に取り組みが続く

事、利用者の一日の水分摂取量が増加し、自

主的に水分を摂って頂けることを目指した。 

また、企画開始時期が 10 月～11 月であっ

た為、温かいお茶を提供する事で季節を感じ

てもらうことも目指した。 



《３．具体的な取り組みの内容》 

①特養入居者の中から一日の水分摂取量が少

なく、陶器製の湯飲みを持てる利用者をピッ

クアップし、5 名程度の小グループを作り実

施。 

②物品は、100 円均一にて急須と湯呑を購

入。茶葉に関しては、ボランティアからの寄

贈品を使用する。 

③一週間の中で受診やボランティアショーと

重なる可能性が低い毎週火曜日のおやつの時

間を活用し実施（30 分程度）。 

④利用者様の前で湯呑に急須からお茶をいれ

る。希望者にはおかわりを提供 

利用者様に色・香り・味・季節感を感じても

らう事に重点を置く。 

《４．取り組みの結果と考察》 

利用者の体調にもよるが、企画当日の方が水

分摂取量の増加がみられた。企画前日は平均

650cc 程度の摂取量が企画当日は 950cc

程度と約 300cc の増加がみられた。企画前

日でも水分量の多い日があるが、企画当日と

比較すると介助による摂取が多くみられた。 

介護者が声をかけるよりも先に利用者から

「もうなくなっちゃったよ」「おかわりしよう

かな」といった声を聴くことができた。色や

香りが変化することで利用者同士の会話が増

えた。テレビを媒体とした会話の内容ではな

く、お茶を中心とした会話をする姿がみられ

た。 

水分量向上の要因として、視覚や嗅覚からの

刺激や味の変化、小グループで行ったことに

より会話とお茶を楽しむ雰囲気が挙げられ

る。また、小グループにしたことで職員も利

用者との会話を楽しむことができ、会話を通

して思い出の語り合いにより精神状態が安定

し回想法の効果も得ることが出来たのだと考

えられる。 

《５．まとめ、結論》 

秋ごろよりこの企画を開始させ、半年がた

っている。職員も業務としてではなく、自然

と利用者との会話を楽しんでいる様子であっ

た。結果的に小グループ内の雰囲気も穏やか

になり利用者の自主的な水分摂取を促すこと

ができた。しかし、だんだんと職員の中で企

画が風化してしまい、行えている週と行えて

いない週ができてしまっている。小グループ

も最初のままで、すべての利用者が参加する

ためのグループ変更が行えていない。今後は

さらに職員への周知を図り、最初の小グルー

プ以外の利用者に関しても水分摂取量の向上

を図っていきたい。そのためには毎食時にお

いしいお茶を飲んでいただく準備と実施が必

要である。 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

本研究発表を行うにあたり、ご本人（ご家

族）に口頭にて確認をし、本研究発表以外で

は使用しないこと、それにより不利益を被る

ことはないことを説明し、回答をもって同意

を得たこととした。 
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《８．提案と発信》 

高齢になると筋肉や皮下組織等の細胞内水分

が減少し、身体の恒常性を保つ機能が低下し

「のどが渇いた」という感覚が低下していく。

水分量が低下すると認知機能にも影響し認知

症の症状が強く表れることがあるといわれて

いる。高齢者にとってその人らしく生活して

いくためにも自主的に水分を摂って頂ける環

境を提供することも今後求められてくるので

はないかと考える 
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